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Ⅰ 調査の概要 
 

  



 

 

 



Ⅰ 調査の概要 
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１－１ 調査目的 

本調査は、川内村民の現在の居住状況や今後の居住希望、今後の生活において求める支援、避難生活

の現況及び意向等の基礎的情報収集等を目的とする。 

 

１－２ 調査内容 

※４－１ 使用調査票を参照のこと 

 

１－３ 調査設計 

（１）調査地域 川内村 

（２）調査対象と標本数 世帯の代表者 １,１８８世帯 

（３）調査手法 郵送にて配布・回収（自記式） 

（４）調査期間 平成２８年１１月１４日（月）～平成２８年１１月２８日（月） 

（５）調査主体 復興庁、福島県、川内村 

（６）調査機関 株式会社サ－ベイリサ－チセンタ－ 

 

１－４ 回収結果 

有効回収数 613 世帯（有効回収率 51.6％） 

 

１－５ 報告書の見方 

・調査数（n ＝ Number of cases）とは、回答者総数あるいは分類別の回答者数のことである。 

・回答の構成比は百分率であらわし、小数点第２位を四捨五入して算出している。従って、回答比率の

合計が 100％にならない場合がある。 

・回答者が２つ以上の回答をすることができる多肢選択式の質問においては、全ての選択肢の比率を合

計すると 100％を超える。 

・図表および文章中で、選択肢の語句等を一部簡略化している場合がある。 

・調査数（n 値）が少数（概ね 30 を下回る）のものは、回答構成比の信頼性が低いため、文章中の分析

では言及していない。ただし、震災発生当時の住まいの行政区別の分析はｎ値が 30 を下回る場合も

言及する場合がある。 

・震災発生時の住まいの行政区により、調査票を２種類にわけて質問しているが、一部質問番号が異な

っている箇所があるため、以下のように質問番号を付与している。 

第８行政区（旧居住制限区域）以外にお住まいだった方 ⇒ 質問番号の末尾に「A」 

第８行政区（旧居住制限区域）にお住まいだった方 ⇒ 質問番号の末尾に「B」 

※ 質問番号が同じ場合は、質問番号の末尾に「A」「B」の記載なし 
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Ⅲ 調査結果 
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［除染廃棄物の処理について］ 

 除染作業を行っていますが、廃棄物を貯蔵する地域で行うのはやめて、立入禁止区域（現在と同様）に

して、除染作業で出たものを覆い、放射線量の封じ込めと低減を図った方が良いのではと、素人考えで

すが思います。現在、除染廃棄物の袋の入れ替えをしていますが、それよりも長く貯蔵しなければなら

ないとしたら、一度仮置きしたものは、移動は困難と考えられます。よって、放射線量の低いもので上

から蓋をする方が作業を捗らせるのでは？？などと思っています（居住されていた方々には申しわけな

いのですが…）。（50 代） 

 友達の話ですが、仮置き場について３年間協力してくれと言われ協力したが、3 年たっても何の話も無

いそうです。仮置き場の臭いがひどい日もあるので相談したら、「臭わない」と言われ、天候風向きに

よって違うのに、あまりにも軽率な返事にがっかりしたとのこと。 初の相談の時に返事をしなければ

良かったと言っていました。（70 代以上） 

 

［除染作業にかける費用の他への活用について］ 

 充分に支援を頂いていると感じています。自分の足で歩くことを忘れてしまわないような、自立が必要

と思っています。耕地周りの除染も果たして活かされているのか、首をひねります。本当に使用してい

る土地だけで良いのではないか？多額の除染費を無駄にしてほしくないです。未来を担う子供、孫達の

負担を重くしたくないです。（60 代） 
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Ａ 

川内村住民意向調査 
 

 

【お問い合わせ先】 

復興庁 

「住民意向調査」 

問い合わせセンター 

調査の趣旨、記入方法について 

フリーダイヤル ０１２０－９０１－８４３ 

[設置期間：１１月１５日（火）～１１月２８日（月）10 時～17 時] 

 土･日･祝を除く 

福 島 県 
〒960-8670 福島県福島市杉妻町 2番 16 号 

避難地域復興局 生活拠点課 

Tel：０２４－５２１－８６１７ 

川 内 村 
〒979-1292 福島県双葉郡川内村大字上川内字早渡 11 番 24 号 

川内村役場 総務課 企画政策係 

Tel：０２４０－３８－２１１１（直通） 

 

 
● 調査をお願いする方 

震災発生時、川内村に住民登録をしていた世帯（避難後の転出者を含む）が対象です。 
ご回答は、世帯の代表者の方にお願いいたします。 
現在、世帯が何ヶ所かに分かれて避難されている場合には、それぞれの場所に調査票を送付
しておりますので、本調査票の送付されたお住まいの代表者の方に、ご回答をお願いいたし
ます。 

 
● ご回答方法 

・ご回答は、あてはまる番号を選び、その番号に○をつけてください。 
・「その他」に○をされた場合は、（   ）内に具体的な内容もご記入ください。 
  の中に具体的な内容の記入をお願いしている問には、具体的な内容（地名、
数など）をご記入ください。 

・調査票は記名式でお願いしております。よろしければ、１ページ目の「氏名」、「住所」、
「連絡先」のご記入をお願いします。 

 
● 個人情報について 

・調査票に記載いただいた個人情報は、川内村、福島県及び復興庁において適切に管理
するとともに、各種施策の検討目的以外には使用いたしません。 

・また、回答はすべて統計的な処理を行い、個人の特定につながるような内容が公表さ
れることはありません。 

 

● ご提出方法 

ご記入済みの調査票は、１１月２８日（月）までに、同封の返信用封筒に入れ、郵便ポ
ストにご投函ください（切手は不要です）。 

 

記入上の注意 
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 F1  あなたの氏名 

 

 

 

 

 F2  現在のあなたの住所（番地、アパート名・部屋番号までご記入ください） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 F3  あなたの連絡先（電話番号） 

 
 
 
 

ご回答いただいた現在の状況や今後のご意向等について、改めて伺わせていただく場合

がございますので、差支えなければ、ご氏名、現在のご住所、ご連絡先についてご記入い

ただけると幸いです。なお、未記載であっても結構ですので、ご返送ください。 

最初に、あなたご自身のことについて教えてください。 
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【すべての方にうかがいます。】 

 問 1  あなたの現在の年齢を教えてください。（○は１つ） 

1. ～１９歳 

2. ２０～２４歳 

3. ２５～２９歳 

4. ３０～３４歳 

5. ３５～３９歳 

6. ４０～４４歳 

7. ４５～４９歳 

8. ５０～５４歳 

9. ５５～５９歳 

10. ６０～６４歳 

11. ６５～６９歳 

12. ７０～７４歳 

13. ７５～７９歳 

14. ８０歳以上 

 

【すべての方にうかがいます。】 

 問 2  現在のあなたの職業を教えてください。 
仕事に就いている方は、業種も教えてください。なお、２つ以上の職業を持っている場合は、
主な収入源になっている職業を教えてください。 

（1） 職業（就業形態） （○は１つ） 

1. 自営業・会社経営者（継続中もしくは再開済） 

2. 自営業・会社経営者（休業中） 

3. 会社員(勤め人)（事務や内勤を主とする業務） 

4. 会社員(勤め人)（労務や外勤を主とする業務） 

5. 団体職員 

6. 公務員 

7. パート・アルバイト 

8. 学生 

9. 無職（職を探していない）   ⇒ 問 3 へ  

10. 無職（職を探している） 

11. その他  具体的に 

 

 

【仕事に就いている方（問 2（1）で「1」から「7」、「11」と回答した方）にうかがいます。】 

（2） 業種 （○は１つ） 

1. 農･林･漁･畜産業 

2. 建設業 

3. 製造業 

4. 電気･ガス・水道業 

5. 運輸業 

6. 卸･小売り･飲食、サービス業 

7. 金融・保険業 

8. 医療・福祉 

9. 教育 

10. 公務 

11. その他（具体的に ） 

 

はじめに、ご記入いただくあなたご自身のことについて教えてください。 
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【すべての方にうかがいます。】 

 問 3  震災発生当時にお住まいだった行政区を教えてください。（○は１つ） 

1. 第１行政区 

2. 第２行政区 

3. 第３行政区 

4. 第４行政区 

5. 第５行政区 

（福島第一原子力発電所 20km 圏内） 

6. 第５行政区 

（福島第一原子力発電所 20km 圏外） 

7. 第６行政区 

8. 第７行政区 

（福島第一原子力発電所 20km 圏内） 

9. 第７行政区 

（福島第一原子力発電所 20km 圏外） 

10. 第８行政区（旧避難指示解除準備区域） 

11. その他（震災時は、村外に居住等） 

 

【すべての方にうかがいます。】 

 問 4  震災発生当時にお住まいだった住宅は、どのような形態でしたか。（○は１つ） 

1. 持ち家（一戸建） 

2. 民間賃貸住宅（一戸建） 

3. 民間賃貸住宅（集合住宅） 

4. 公営住宅 

5. 給与住宅（社宅、公務員宿舎など） 

6. 家族のどなたかのお住まい・実家  

7. 親戚・知人宅  

8. その他  具体的に 

 

【すべての方にうかがいます。】 

 問 5  「震災発生当時に」、あなたを含めて一緒に住んでいた方の人数を教えてください。 
あなたご自身を含めて、現在の年齢等にあてはまる人数でご回答ください。（人数で回答） 

ア）未就学児（小学校入学前）  人 
エ）15 歳以上 18 歳未満 

（中学生を除く） 
 人 

イ）小学生  人 オ）18 歳以上 65 歳未満  人 

ウ）中学生  人 カ）65 歳以上  人 

 

【すべての方にうかがいます。】 

 問 6  「現在」、あなたを含めて一緒に住んでいる方の人数を教えてください。 

あなたご自身を含めて、現在の年齢等にあてはまる人数でご回答ください。（人数で回答） 

ア）未就学児（小学校入学前）  人 
エ）15 歳以上 18 歳未満 

（中学生を除く） 
 人 

イ）小学生  人 オ）18 歳以上 65 歳未満  人 

ウ）中学生  人 カ）65 歳以上  人 

 

あなたの状況について教えてください。 
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【すべての方にうかがいます。】 

 問 7  あなたが現在お住まいの場所はどちらですか。（○は１つ） 

1. 震災発生当時の住居 ⇒ 問 8 へ  

2. 震災発生当時の住居以外 

3. 震災発生当時の住居とそれ以外の住居を行き来している 

 

【問 7で「1．震災発生当時の住居」と回答した方にうかがいます。】 

 問 8  川内村での今後の生活において、どのような支援を求めますか。（○はいくつでも） 

1. 被ばく低減対策 

2. 住宅の修繕や建て替えへの支援  

3. 商業施設の充実 

4. 医療・介護福祉施設の充実  

5. 公共交通機関の充実 

6. 高校への進学支援（通学含め）を考えた 

学校や教育施設の充実や新設 

7. 雇用確保・就業支援 

8. 携帯電話やインターネット等通信環境の改善 

9. 道路整備 

10. 除染の徹底による線量軽減 

11. その他  具体的に 

 

 

 

12. 特にない 

 

【問 7で「1．震災発生当時の住居」と回答した方にうかがいます。】 

 問 9  国や自治体への要望、復興に対するあなたの展望やお気持ちなどをご自由にお書きください。 

 

 
 

問７で「1．震災発生当時の住居」と回答した方は、 

以上でご回答いただく内容は終わりです。 

ご協力いただきまして、誠にありがとうございました。 

同封の返送封筒にご記入済み調査票を入れて、 

１１月２８日（月）までに郵便ポストに投函してください（切手は不要です）。 

⇒ 問 10（4 ページ）へ

  

 

 

  

 Ⅳ 参考資料

91 



 

 

【問 7で「2．震災発生当時の住居以外」または「3．震災発生当時の住居とそれ以外の住居を
行き来している」と回答した方にうかがいます。】 

 問 10  震災発生当時の住居以外にお住まいの理由は、何ですか。（○はいくつでも） 

1. 震災発生当時の住居周辺は放射線量の高さが心配だったから（心配だから） 

2. 震災発生当時の住居周辺に住む人が少ないと思ったから（思うから） 

3. 新たな場所で生活を開始したかったから（開始したいから） 

4. 震災発生当時の住居が荒廃していたから（荒廃しているから） 

5. 震災発生当時の住居が貸家だったから 

6. 震災発生当時の住居周辺で農作業が出来ないから 

7. 通勤・通学等がしにくいから 

8. その他（具体的に ） 

  

 問 11  あなたが現在お住まいの、避難先自治体を教えてください。 
（○は１つ。25 もしくは 26 と答えた方は      に具体的にご記入ください。） 

【 浜 通 り 】 

1． いわき市 

2． 相馬市 

3． 南相馬市 

4． 広野町 

5． 楢葉町 

6． 川内村 

7． 新地町 

【 中 通 り 】 

8． 福島市 

9． 郡山市 

10． 白河市 

11． 須賀川市 

12． 二本松市 

13． 田村市 

14． 伊達市 

15． 本宮市 

16． 桑折町 

17． 川俣町 

18． 大玉村 

19． 西郷村 

20． 三春町 

21． 小野町 

【 会 津 】 

22． 会津若松市 

23． 喜多方市 

24． 会津美里町 

 

【 福島県内のその他の市町村（1 から 24 以外） 】 

25． 福島県内のその他の市町村 

 →具体的にご記入ください 
 
  （市・町・村） 

 

【 福島県外 】 

26． 福島県外 

 →具体的にご記入ください 
 

 （都・道・府・県） 

 

 （市・町・村） 

 
 問 12  現在のお住まいは、どのような形態ですか。（○は１つ） 

1． 応急借上住宅（民間住宅・公営住宅 6． 民間賃貸住宅（集合住宅。有償） 

 などの借り上げ型。無償） 7． 公営住宅 

2． 応急仮設住宅（プレハブ型。無償） 8． 給与住宅（社宅、公務員宿舎など） 

3． 持ち家（一戸建） 9． 家族のどなたかのお住まい・実家 

4． 持ち家（集合住宅） 10． 親戚・知人宅 

5． 民間賃貸住宅（一戸建。有償） 11． その他（ ） 
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 問 13  今後のお住まいについて、どのようにお考えですか。（○は１つ） 

1. 川内村内に住みたいと考えている（既に住んでいる） ⇒ 問 14 へ  

2. 現時点ではまだ判断がつかない ⇒ 問 18（7 ページ）へ  

3. 川内村以外の場所に住みたいと考えている ⇒ 問 22（9 ページ）へ  

 

【問13で「1．川内村内に住みたいと考えている（既に住んでいる）」と回答した方にうかがいます。】 
 問 14  川内村内に住む時期について、現在のお考えをお聞かせください。（○は１つ） 

1． 既に川内村内に住んでいる 
2． １年以内 
3． ３年以内 
4． ５年以内 
5． 時期は決めていないがいずれ住みたい 

 

【問13で「1．川内村内に住みたいと考えている（既に住んでいる）」と回答した方にうかがいます。】 
 問 15  川内村内に住みたいと考えている方で、その場合のお住まいは、どのような形態を希望さ

れますか。（○は１つ） 

1． 元の持ち家（自宅）（建て替える場合も含む） 
2． 自宅とは別の場所に新たに一戸建の持ち家を購入したい 
3． 民間賃貸住宅（一戸建） 
4． 民間賃貸住宅（集合住宅） 
5． 公営住宅 
6． 給与住宅（社宅、公務員住宅など） 
7． 家族のどなたかのお住まい・実家 
8． 親戚・知人宅 
9． その他（具体的に ） 
10． 現時点では判断できない 

 

【問13で「1．川内村内に住みたいと考えている（既に住んでいる）」と回答した方にうかがいます。】 

 問 16  川内村での今後の生活において、どのような支援を求めますか。（○はいくつでも） 

1. 被ばく低減対策 
2. 住宅の修繕や建て替えへの支援 
3. 商業施設の充実 
4. 医療・介護福祉施設の充実 
5. 公共交通機関の充実 
6. 高校への進学支援（通学含め）を考えた 

学校や教育施設の充実や新設 
7. 雇用確保・就業支援 

8. 携帯電話やインターネット等通信環境の改善 
9. 道路整備 
10. 除染の徹底による線量軽減 
11. その他  具体的に 
 
 
 
12. 特にない 

 

今後のご意向についてお聞かせください。 
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【問13で「1．川内村内に住みたいと考えている（既に住んでいる）」と回答した方にうかがいます。】 

 問 17  国や自治体への要望、復興に対するあなたの展望やお気持ちなどをご自由にお書きください。 

 

 
 
 

問 13 で「1．川内村内に住みたいと考えている（既に住んでいる）」と 

回答した方は、以上でご回答いただく内容は終わりです。 

ご協力いただきまして、誠にありがとうございました。 

同封の返送封筒にご記入済み調査票を入れて、 

１１月２８日（月）までに郵便ポストに投函してください（切手は不要です）。 
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【問 13 で「2．現時点ではまだ判断がつかない」と回答した方にうかがいます。】 

 問 18  今後のお住まいについて、判断するために必要なことを教えてください。（○はいくつでも） 

1． 道路・鉄道・学校・病院などの社会基盤（インフラ）の復旧時期の目途 
2． どの程度の住民が戻るかの状況 
3． 放射線量の低下の目途、除染成果の状況 
4． 中間貯蔵施設の情報 
5． 原子力発電所の安全性に関する情報（事故収束や廃炉の状況） 
6． 放射線の人体への影響に関する情報 
7． 働く場の確保の目途 
8． 受領する賠償額の確定 
9． 住宅確保への支援に関する情報 
10． 教育環境の充実 
11． 医療・福祉環境の充実 
12． その他（具体的に ） 
13． 現時点で家族間の意見が分かれており、帰還意向について回答できない 
14． 現時点ではどのような情報があれば判断できるかわからない 

 

【問 13 で「2．現時点ではまだ判断がつかない」と回答した方にうかがいます。】 

 問 19  川内村での今後の生活において、どのような支援を求めますか。（○はいくつでも） 

1． 継続的な健康管理の支援 

2． 雇用確保の支援 

3． 仮設住宅・借り上げ住宅の継続的利用 

4． 役所からの継続的な情報提供 

5． 一時帰宅支援 

6． 高校への進学支援（通学含め）を考えた学校や教育施設の充実や新設 

7． 道路整備 

8． 除染の徹底による線量軽減 

9． その他（具体的に ） 

 

【問 13 で「2．現時点ではまだ判断がつかない」と回答した方にうかがいます。】 
 問 20  川内村との“つながり”を保ちたいと思いますか。（○は１つ） 

 1．そう思う 2．そう思わない  3．わからない 
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【問 13 で「2．現時点ではまだ判断がつかない」と回答した方にうかがいます。】 
 問 21  国や自治体への要望、復興に対するあなたの展望やお気持ちなどをご自由にお書きください。 

 

 
 
 

問 13 で「2．現時点でまだ判断がつかない」と回答した方は、 

以上でご回答いただく内容は終わりです。 

ご協力いただきまして、誠にありがとうございました。 

同封の返送封筒にご記入済み調査票を入れて、 

１１月２８日（月）までに郵便ポストに投函してください（切手は不要です）。 
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【問 13 で「3．川内村以外の場所に住みたいと考えている」と回答した方にうかがいます。】 
 問 22  川内村以外に住みたい理由は、どのようなことですか。（○はいくつでも） 

【帰還の前提・健康に関わるもの】 

1. 放射線量が低下せず不安だから 

2. 原子力発電所の安全性に不安があるから 

3. 水道水などの生活用水の安全性に不安があるから 

【村内の復旧状況に関わるもの】 

4. 川内村に戻っても仕事がなさそうだから 

5. 川内村での事業の再開が難しいから 

6. 営農などができそうにないから 

7. 家が汚損・劣化し、住める状況ではないから 

8. 川内村外への移動交通が不便だから 

9. 道路、鉄道等の交通インフラに不安があるから 

10. 医療環境に不安があるから 

11. 介護・福祉サービスに不安があるから 

12. 教育環境に不安があるから 

13. 生活に必要な商業施設などが元に戻りそうに 

ないから 

【今後の生活に関わるもの】 

14. 高齢者・要介護者だけの世帯 

なので生活が不安だから 

15. 他の住民も戻りそうにないから 

16. 帰還までに時間がかかるから 

17. 避難先で仕事を見つけているから 

18. 今の環境で子どもの教育を継続 

させたいから 

19. 避難先の方が生活利便性が高いから 

20. その他  具体的に 

 

【問 13 で「3．川内村以外の場所に住みたいと考えている」と回答した方にうかがいます。】 
 問 23  今後、居住を希望する自治体はどちらですか。その自治体を教えてください。 

（○は１つ。24 もしくは 25 と答えた方は       に具体的にご記入ください。） 

【 浜 通 り 】 

1． いわき市 

2． 相馬市 

3． 南相馬市 

4． 広野町 

5． 楢葉町 

6． 新地町 

【 中 通 り 】 

7． 福島市 

8． 郡山市 

9． 白河市 

10． 須賀川市 

11． 二本松市 

12． 田村市 

13． 伊達市 

14． 本宮市 

15． 桑折町 

16． 川俣町 

17． 大玉村 

18． 西郷村 

19． 三春町 

20． 小野町 

【 会 津 】 

21． 会津若松市 

22． 喜多方市 

23． 会津美里町 

 

【 福島県内のその他の市町村（1 から 23 以外） 】 

24． 福島県内のその他の市町村 

 →具体的にご記入ください 
 
  （市・町・村） 

 

【 福島県外 】 

25． 福島県外 

 →具体的にご記入ください 
 

 （都・道・府・県） 

 

 （市・町・村） 
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【問 13 で「3．川内村以外の場所に住みたいと考えている」と回答した方にうかがいます。】 

 問 24  今後のお住まいとして、想定されるお住まいはどのような形態ですか。（○は１つ） 

1. 持ち家（一戸建）  

2. 持ち家（集合住宅）  

3. 民間賃貸住宅（一戸建）  

4. 民間賃貸住宅（集合住宅） 

5. 公営住宅   

6. 給与住宅（社宅など）  

7. 家族のどなたかのお住まい・実家 

8. 親戚・知人宅 

9. その他（具体的に ） 

10. 現在のお住まい 

11. 現時点では判断できない 

 

 

【問 13 で「3．川内村以外の場所に住みたいと考えている」と回答した方にうかがいます。】 
 問 25  今後の生活において、どのような支援を求めますか。（○はいくつでも） 

1． 継続的な健康管理の支援 

2． 雇用確保の支援 

3． 仮設住宅・借り上げ住宅の継続的利用 

4． 役所からの継続的な情報提供 

5． その他（具体的に ） 

 

 

【問 13 で「3．川内村以外の場所に住みたいと考えている」と回答した方にうかがいます。】 
 問 26  川内村との“つながり”を保ちたいと思いますか。（○は１つ） 

 1．そう思う 2．そう思わない  3．わからない 

 
【問 13 で「3．川内村以外の場所に住みたいと考えている」と回答した方にうかがいます。】 

 問 27  国や自治体への要望、復興に対するあなたの展望やお気持ちなどをご自由にお書きください。 

 

 

問 13 で「3．川内村以外の場所に住みたいと考えている」と回答した方は、 

以上でご回答いただく内容は終わりです。 

ご協力いただきまして、誠にありがとうございました。 

同封の返送封筒にご記入済み調査票を入れて、 

１１月２８日（月）までに郵便ポストに投函してください（切手は不要です）。 
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Ｂ 

川内村住民意向調査 
 

 

【お問い合わせ先】 

復興庁 

「住民意向調査」 

問い合わせセンター 

調査の趣旨、記入方法について 

フリーダイヤル ０１２０－９０１－８４３ 

[設置期間：１１月１５日（火）～１１月２８日（月）10 時～17 時] 

 土･日･祝を除く 

福 島 県 
〒960-8670 福島県福島市杉妻町 2番 16 号 

避難地域復興局 生活拠点課 

Tel：０２４－５２１－８６１７ 

川 内 村 
〒979-1292 福島県双葉郡川内村大字上川内字早渡 11 番 24 号 

川内村役場 総務課 企画政策係 

Tel：０２４０－３８－２１１１（直通） 

 

 
● 調査をお願いする方 

震災発生時、川内村に住民登録をしていた世帯（避難後の転出者を含む）が対象です。 
ご回答は、世帯の代表者の方にお願いいたします。 
現在、世帯が何ヶ所かに分かれて避難されている場合には、それぞれの場所に調査票を送付
しておりますので、本調査票の送付されたお住まいの代表者の方に、ご回答をお願いいたし
ます。 

 
● ご回答方法 

・ご回答は、あてはまる番号を選び、その番号に○をつけてください。 
・「その他」に○をされた場合は、（   ）内に具体的な内容もご記入ください。 
  の中に具体的な内容の記入をお願いしている問には、具体的な内容（地名、
数など）をご記入ください。 

・調査票は記名式でお願いしております。よろしければ、１ページ目の「氏名」、「住所」、
「連絡先」のご記入をお願いします。 

 
● 個人情報について 

・調査票に記載いただいた個人情報は、川内村、福島県及び復興庁において適切に管理
するとともに、各種施策の検討目的以外には使用いたしません。 

・また、回答はすべて統計的な処理を行い、個人の特定につながるような内容が公表さ
れることはありません。 

 

● ご提出方法 

ご記入済みの調査票は、１１月２８日（月）までに、同封の返信用封筒に入れ、郵便ポ
ストにご投函ください（切手は不要です）。 

 

記入上の注意 
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 F1  あなたの氏名 

 

 

 

 

 F2  現在のあなたの住所（番地、アパート名・部屋番号までご記入ください） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 F3  あなたの連絡先（電話番号） 

 
 

ご回答いただいた現在の状況や今後のご意向等について、改めて伺わせていただく場合

がございますので、差支えなければ、ご氏名、現在のご住所、ご連絡先についてご記入い

ただけると幸いです。なお、未記載であっても結構ですので、ご返送ください。 

最初に、あなたご自身のことについて教えてください。 
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【すべての方にうかがいます。】 

 問 1  あなたの現在の年齢を教えてください。（○は１つ） 

1. ～１９歳 

2. ２０～２４歳 

3. ２５～２９歳 

4. ３０～３４歳 

5. ３５～３９歳 

6. ４０～４４歳 

7. ４５～４９歳 

8. ５０～５４歳 

9. ５５～５９歳 

10. ６０～６４歳 

11. ６５～６９歳 

12. ７０～７４歳 

13. ７５～７９歳 

14. ８０歳以上 

 

【すべての方にうかがいます。】 

 問 2  現在のあなたの職業を教えてください。 
２つ以上の職業を持っている場合は、主な収入源になっている職業を教えてください。 
（○は１つ） 

1. 自営業・会社経営者（継続中もしくは再開済） 

2. 自営業・会社経営者（休業中） 

3. 会社員(勤め人)（事務や内勤を主とする業務） 

4. 会社員(勤め人)（労務や外勤を主とする業務） 

5. 団体職員 

6. 公務員 

7. パート・アルバイト 

8. 学生 

9. 無職（職を探していない）   ⇒ 問 4 へ  

10. 無職（職を探している） 

11. その他  具体的に 

 

 

【仕事に就いている方（問 2で「1」から「7」、「11」と回答した方）にうかがいます。】 

 問 3  現在のあなたの業種を教えてください。 
２つ以上の職業を持っている場合は、問 2 でお答えになった職業の業種を教えてください。
（○は１つ） 

1. 農･林･漁･畜産業 

2. 建設業 

3. 製造業 

4. 電気･ガス・水道業 

5. 運輸業 

6. 卸･小売り･飲食、サービス業 

7. 金融・保険業 

8. 医療・福祉 

9. 教育 

10. 公務 

11. その他（具体的に ） 

 

はじめに、ご記入いただくあなたご自身のことについて教えてください。 
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【すべての方にうかがいます。】 

 問 4  震災発生当時にお住まいだった住宅は、どのような形態でしたか。（○は１つ） 

1. 持ち家（一戸建） 

2. 民間賃貸住宅（一戸建） 

3. 民間賃貸住宅（集合住宅） 

4. 公営住宅 

5. 給与住宅（社宅、公務員宿舎など） 

6. 家族のどなたかのお住まい・実家  

7. 親戚・知人宅  

8. その他  具体的に 

 

【すべての方にうかがいます。】 

 問 5  「震災発生当時に」、あなたを含めて一緒に住んでいた方の人数を教えてください。 
あなたご自身を含めて、現在の年齢等にあてはまる人数でご回答ください。（人数で回答） 

ア）未就学児（小学校入学前）  人 
エ）15 歳以上 18 歳未満 

（中学生を除く） 
 人 

イ）小学生  人 オ）18 歳以上 65 歳未満  人 

ウ）中学生  人 カ）65 歳以上  人 

 

【すべての方にうかがいます。】 

 問 6  「現在」、あなたを含めて一緒に住んでいる方の人数を教えてください。 

あなたご自身を含めて、現在の年齢等にあてはまる人数でご回答ください。（人数で回答） 

ア）未就学児（小学校入学前）  人 
エ）15 歳以上 18 歳未満 

（中学生を除く） 
 人 

イ）小学生  人 オ）18 歳以上 65 歳未満  人 

ウ）中学生  人 カ）65 歳以上  人 

 

あなたの状況について教えてください。 
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【すべての方にうかがいます。】 

 問 7  あなたが現在お住まいの場所はどちらですか。（○は１つ） 

1. 震災発生当時の住居 ⇒ 問 8 へ  

2. 震災発生当時の住居以外 

3. 震災発生当時の住居とそれ以外の住居を行き来している 

 

【問 7で「1．震災発生当時の住居」と回答した方にうかがいます。】 

 問 8  川内村での今後の生活において、どのような支援を求めますか。（○はいくつでも） 

1. 被ばく低減対策 

2. 住宅の修繕や建て替えへの支援  

3. 商業施設の充実 

4. 医療・介護福祉施設の充実  

5. 公共交通機関の充実 

6. 高校への進学支援（通学含め）を考えた 

学校や教育施設の充実や新設 

7. 雇用確保・就業支援 

8. 携帯電話やインターネット等通信環境の改善 

9. 道路整備 

10. 除染の徹底による線量軽減 

11. その他  具体的に 

 

 

 

12. 特にない 

 

【問 7で「1．震災発生当時の住居」と回答した方にうかがいます。】 

 問 9  国や自治体への要望、復興に対するあなたの展望やお気持ちなどをご自由にお書きください。 

 

 
 

問７で「1．震災発生当時の住居」と回答した方は、 

以上でご回答いただく内容は終わりです。 

ご協力いただきまして、誠にありがとうございました。 

同封の返送封筒にご記入済み調査票を入れて、 

１１月２８日（月）までに郵便ポストに投函してください（切手は不要です）。 

⇒ 問 10（4 ページ）へ
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【問 7で「2．震災発生当時の住居以外」または「3．震災発生当時の住居とそれ以外の住居を
行き来している」と回答した方にうかがいます。】 

 問 10  震災発生当時の住居以外にお住まいの理由は、何ですか。（○はいくつでも） 

1. 震災発生当時の住居周辺は放射線量の高さが心配だったから（心配だから） 

2. 震災発生当時の住居周辺に住む人が少ないと思ったから（思うから） 

3. 新たな場所で生活を開始したかったから（開始したいから） 

4. 震災発生当時の住居が荒廃していたから（荒廃しているから） 

5. 震災発生当時の住居が貸家だったから 

6. 震災発生当時の住居周辺で農作業が出来ないから 

7. 通勤・通学等がしにくいから 

8. その他（具体的に ） 

  

 問 11  あなたが現在お住まいの、避難先自治体を教えてください。 
（○は１つ。25 もしくは 26 と答えた方は      に具体的にご記入ください。） 

【 浜 通 り 】 

1． いわき市 

2． 相馬市 

3． 南相馬市 

4． 広野町 

5． 楢葉町 

6． 川内村 

7． 新地町 

【 中 通 り 】 

8． 福島市 

9． 郡山市 

10． 白河市 

11． 須賀川市 

12． 二本松市 

13． 田村市 

14． 伊達市 

15． 本宮市 

16． 桑折町 

17． 川俣町 

18． 大玉村 

19． 西郷村 

20． 三春町 

21． 小野町 

【 会 津 】 

22． 会津若松市 

23． 喜多方市 

24． 会津美里町 

 

【 福島県内のその他の市町村（1 から 24 以外） 】 

25． 福島県内のその他の市町村 

 →具体的にご記入ください 
 
  （市・町・村） 

 

【 福島県外 】 

26． 福島県外 

 →具体的にご記入ください 
 

 （都・道・府・県） 

 

 （市・町・村） 

 
 問 12  現在のお住まいは、どのような形態ですか。（○は１つ） 

1． 応急借上住宅（民間住宅・公営住宅 6． 民間賃貸住宅（集合住宅。有償） 

 などの借り上げ型。無償） 7． 公営住宅 

2． 応急仮設住宅（プレハブ型。無償） 8． 給与住宅（社宅、公務員宿舎など） 

3． 持ち家（一戸建） 9． 家族のどなたかのお住まい・実家 

4． 持ち家（集合住宅） 10． 親戚・知人宅 

5． 民間賃貸住宅（一戸建。有償） 11． その他（ ） 
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 問 13  今後のお住まいについて、どのようにお考えですか。（○は１つ） 

1. 川内村内に住みたいと考えている（既に住んでいる） ⇒ 問 14 へ  

2. 現時点ではまだ判断がつかない ⇒ 問 18（7 ページ）へ  

3. 川内村以外の場所に住みたいと考えている ⇒ 問 22（9 ページ）へ  

 

【問13で「1．川内村内に住みたいと考えている（既に住んでいる）」と回答した方にうかがいます。】 
 問 14  川内村内に住む時期について、現在のお考えをお聞かせください。（○は１つ） 

1． 既に川内村内に住んでいる 
2． １年以内 
3． ３年以内 
4． ５年以内 
5． 時期は決めていないがいずれ住みたい 

 

【問13で「1．川内村内に住みたいと考えている（既に住んでいる）」と回答した方にうかがいます。】 
 問 15  川内村内に住みたいと考えている方で、その場合のお住まいは、どのような形態を希望さ

れますか。（○は１つ） 

1． 元の持ち家（自宅）（建て替える場合も含む） 
2． 自宅とは別の場所に新たに一戸建の持ち家を購入したい 
3． 民間賃貸住宅（一戸建） 
4． 民間賃貸住宅（集合住宅） 
5． 公営住宅 
6． 給与住宅（社宅、公務員住宅など） 
7． 家族のどなたかのお住まい・実家 
8． 親戚・知人宅 
9． その他（具体的に ） 
10． 現時点では判断できない 

 

【問13で「1．川内村内に住みたいと考えている（既に住んでいる）」と回答した方にうかがいます。】 

 問 16  川内村での今後の生活において、どのような支援を求めますか。（○はいくつでも） 

1. 被ばく低減対策 
2. 住宅の修繕や建て替えへの支援 
3. 商業施設の充実 
4. 医療・介護福祉施設の充実 
5. 公共交通機関の充実 
6. 高校への進学支援（通学含め）を考えた 

学校や教育施設の充実や新設 
7. 雇用確保・就業支援 

8. 携帯電話やインターネット等通信環境の改善 
9. 道路整備 
10. 除染の徹底による線量軽減 
11. その他  具体的に 
 
 
 
12. 特にない 

 

今後のご意向についてお聞かせください。 
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【問13で「1．川内村内に住みたいと考えている（既に住んでいる）」と回答した方にうかがいます。】 

 問 17  国や自治体への要望、復興に対するあなたの展望やお気持ちなどをご自由にお書きください。 

 

 

 
 

問 13 で「1．川内村内に住みたいと考えている（既に住んでいる）」と 

回答した方は、以上でご回答いただく内容は終わりです。 

ご協力いただきまして、誠にありがとうございました。 

同封の返送封筒にご記入済み調査票を入れて、 

１１月２８日（月）までに郵便ポストに投函してください（切手は不要です）。 
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【問 13 で「2．現時点ではまだ判断がつかない」と回答した方にうかがいます。】 

 問 18  今後のお住まいについて、判断するために必要なことを教えてください。（○はいくつでも） 

1． 道路・鉄道・学校・病院などの社会基盤（インフラ）の復旧時期の目途 
2． どの程度の住民が戻るかの状況 
3． 放射線量の低下の目途、除染成果の状況 
4． 中間貯蔵施設の情報 
5． 原子力発電所の安全性に関する情報（事故収束や廃炉の状況） 
6． 放射線の人体への影響に関する情報 
7． 働く場の確保の目途 
8． 受領する賠償額の確定 
9． 住宅確保への支援に関する情報 
10． 教育環境の充実 
11． 医療・福祉環境の充実 
12． その他（具体的に ） 
13． 現時点で家族間の意見が分かれており、帰還意向について回答できない 
14． 現時点ではどのような情報があれば判断できるかわからない 

 

【問 13 で「2．現時点ではまだ判断がつかない」と回答した方にうかがいます。】 

 問 19  川内村での今後の生活において、どのような支援を求めますか。（○はいくつでも） 

1． 継続的な健康管理の支援 

2． 雇用確保の支援 

3． 仮設住宅・借り上げ住宅の継続的利用 

4． 役所からの継続的な情報提供 

5． 一時帰宅支援 

6． 高校への進学支援（通学含め）を考えた学校や教育施設の充実や新設 

7． 道路整備 

8． 除染の徹底による線量軽減 

9． その他（具体的に ） 

 

【問 13 で「2．現時点ではまだ判断がつかない」と回答した方にうかがいます。】 
 問 20  川内村との“つながり”を保ちたいと思いますか。（○は１つ） 

 1．そう思う 2．そう思わない  3．わからない 
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【問 13 で「2．現時点ではまだ判断がつかない」と回答した方にうかがいます。】 
 問 21  国や自治体への要望、復興に対するあなたの展望やお気持ちなどをご自由にお書きください。 

 

 

 
 

問 13 で「2．現時点でまだ判断がつかない」と回答した方は、 

以上でご回答いただく内容は終わりです。 

ご協力いただきまして、誠にありがとうございました。 

同封の返送封筒にご記入済み調査票を入れて、 

１１月２８日（月）までに郵便ポストに投函してください（切手は不要です）。 
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【問 13 で「3．川内村以外の場所に住みたいと考えている」と回答した方にうかがいます。】 
 問 22  川内村以外に住みたい理由は、どのようなことですか。（○はいくつでも） 

【帰還の前提・健康に関わるもの】 

1. 放射線量が低下せず不安だから 

2. 原子力発電所の安全性に不安があるから 

3. 水道水などの生活用水の安全性に不安があるから 

【村内の復旧状況に関わるもの】 

4. 川内村に戻っても仕事がなさそうだから 

5. 川内村での事業の再開が難しいから 

6. 営農などができそうにないから 

7. 家が汚損・劣化し、住める状況ではないから 

8. 川内村外への移動交通が不便だから 

9. 道路、鉄道等の交通インフラに不安があるから 

10. 医療環境に不安があるから 

11. 介護・福祉サービスに不安があるから 

12. 教育環境に不安があるから 

13. 生活に必要な商業施設などが元に戻りそうに 

ないから 

【今後の生活に関わるもの】 

14. 高齢者・要介護者だけの世帯 

なので生活が不安だから 

15. 他の住民も戻りそうにないから 

16. 帰還までに時間がかかるから 

17. 避難先で仕事を見つけているから 

18. 今の環境で子どもの教育を継続 

させたいから 

19. 避難先の方が生活利便性が高いから 

20. その他  具体的に 

 

【問 13 で「3．川内村以外の場所に住みたいと考えている」と回答した方にうかがいます。】 
 問 23  今後、居住を希望する自治体はどちらですか。その自治体を教えてください。 

（○は１つ。24 もしくは 25 と答えた方は       に具体的にご記入ください。） 

【 浜 通 り 】 

1． いわき市 

2． 相馬市 

3． 南相馬市 

4． 広野町 

5． 楢葉町 

6． 新地町 

【 中 通 り 】 

7． 福島市 

8． 郡山市 

9． 白河市 

10． 須賀川市 

11． 二本松市 

12． 田村市 

13． 伊達市 

14． 本宮市 

15． 桑折町 

16． 川俣町 

17． 大玉村 

18． 西郷村 

19． 三春町 

20． 小野町 

【 会 津 】 

21． 会津若松市 

22． 喜多方市 

23． 会津美里町 

 

【 福島県内のその他の市町村（1 から 23 以外） 】 

24． 福島県内のその他の市町村 

 →具体的にご記入ください 
 
  （市・町・村） 

 

【 福島県外 】 

25． 福島県外 

 →具体的にご記入ください 
 

 （都・道・府・県） 

 

 （市・町・村） 
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【問 13 で「3．川内村以外の場所に住みたいと考えている」と回答した方にうかがいます。】 

 問 24  今後のお住まいとして、想定されるお住まいはどのような形態ですか。（○は１つ） 

1. 持ち家（一戸建）  

2. 持ち家（集合住宅）  

3. 民間賃貸住宅（一戸建）  

4. 民間賃貸住宅（集合住宅） 

5. 公営住宅   

6. 給与住宅（社宅など）  

7. 家族のどなたかのお住まい・実家 

8. 親戚・知人宅 

9. その他（具体的に ） 

10. 現在のお住まい 

11. 現時点では判断できない 

 

 

【問 13 で「3．川内村以外の場所に住みたいと考えている」と回答した方にうかがいます。】 
 問 25  今後の生活において、どのような支援を求めますか。（○はいくつでも） 

1． 継続的な健康管理の支援 

2． 雇用確保の支援 

3． 仮設住宅・借り上げ住宅の継続的利用 

4． 役所からの継続的な情報提供 

5． その他（具体的に ） 

 

 

【問 13 で「3．川内村以外の場所に住みたいと考えている」と回答した方にうかがいます。】 
 問 26  川内村との“つながり”を保ちたいと思いますか。（○は１つ） 

 1．そう思う 2．そう思わない  3．わからない 

 

【問 13 で「3．川内村以外の場所に住みたいと考えている」と回答した方にうかがいます。】 

 問 27  国や自治体への要望、復興に対するあなたの展望やお気持ちなどをご自由にお書きください。 

 

 

問 13 で「3．川内村以外の場所に住みたいと考えている」と回答した方は、 

以上でご回答いただく内容は終わりです。 

ご協力いただきまして、誠にありがとうございました。 

同封の返送封筒にご記入済み調査票を入れて、 

１１月２８日（月）までに郵便ポストに投函してください（切手は不要です）。 
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